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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療技術的装置のためのＸ線透過材料から成る弾性素子（１）であって、前記弾性素子
（１）が非強化樹脂から造られた皿ばね（３０）として形成され、前記樹脂が２６００か
ら３５００ＭＰａの引張弾性係数を示すことを特徴とする素子。
【請求項２】
　前記樹脂がポリオキシメチレン（ＰＯＭ）であることを特徴とする請求項１に記載の素
子。
【請求項３】
　前記樹脂が２８００から３３００ＭＰａの引張弾性係数を示すことを特徴とする請求項
２に記載の素子。
【請求項４】
　前記樹脂が２０～２４％の範囲の降伏伸びを示すことを特徴とする請求項１から３のい
ずれか一項に記載の素子。
【請求項５】
　前記樹脂が２１％～２３％の範囲の降伏伸びを示すことを特徴とする請求項４に記載の
素子。
【請求項６】
　前記樹脂が４０～５０％の公称破断伸びを示すことを特徴とする請求項１から５のいず
れか一項に記載の素子。
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【請求項７】
　前記樹脂が４３％～４７％の公称破断伸びを示すことを特徴とする請求項６に記載の素
子。
【請求項８】
　前記皿ばね（３０）が中空円錐台状に形成されていて、第一終端から第二終端（３１、
３２）に向かって径が減少し、周辺上に分布し、第一終端（３１）から切り込むノッチ（
３３）を有することを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の素子。
【請求項９】
　中空円錐台状の皿ばね（３０）の円錐角が７０°と１４０°の間にあることを特徴とす
る請求項８に記載の素子。
【請求項１０】
　弾性素子以外のすべての部品が強化樹脂から成ることを特徴とする請求項１から９のい
ずれか一項に記載の弾性素子を備えた医療技術装置。
【請求項１１】
　骨固着手段および縦構造素子またはいずれか一方を固定するための、クランプ形状の請
求項１０に記載の医療技術装置であって
　Ａ）弾性素子がクランプに挿入された骨固着手段および縦構造素子またはいずれか一方
に仮固定することを可能にし、
　Ｂ）前記クランプの部品は、前記弾性素子を除き、すべて繊維強化樹脂から成ることを
特徴とする医療技術装置。
【請求項１２】
　前記強化樹脂がポリアミドであることを特徴とする請求項１０または１１に記載の装置
。
【請求項１３】
　縦構造素子の相互位置決めのための、請求項１１または１２に記載の、ひとつの回動軸
周りに相反して回動可能な装置を含む骨固着装置であって、
　Ａ）両クリップ（１０）のそれぞれが少なくとも２つのクリップシャンク（１１）を含
み、
　Ｂ）それぞれ２つのクリップシャンク（１１）は、その間のクリップ開口部（１２）を
定義し、その際
　Ｃ）前記クリップ開口部（１２）はクリップ（１０）の弾性変形によって、選択に応じ
て狭めるまたは広げることができ、
　Ｄ）それぞれのクリップ（１０）の少なくとも１つのクリップシャンク（１１）が回動
軸（１３）に同軸のクリップシャンク（１１）を貫通する孔（１４）を有し、
　Ｅ）両クリップ（１０）が１つの軸（１５）に支持され、そして
　Ｆ）両クリップ（１０）のクリップシャンク（１１）を同軸に相互に加圧し、両クリッ
プ（１０）を、選択に応じて回動軸（１３）の周りに相互に阻止するために阻止手段（１
６）を備えることを特徴とする骨固着装置。
【請求項１４】
　クリップ（１０）の軸方向内部のクリップシャンク（１１）が軸（１５）に固定されて
いることを特徴とする請求項１３に記載の骨固着装置。
【請求項１５】
　軸方向内部のクリップシャンク（１１）の対向した表面が相互に噛合可能な歯形（４０
）を有すことを特徴とする請求項１３または１４に記載の骨固着装置。
【請求項１６】
　前記軸方向内部のクリップシャンク（１１）間に前記弾性素子（１）としての皿ばね（
３０）が配置されていることを特徴とする請求項１３から１５のいずれか一項に記載の骨
固着装置。
【請求項１７】
　阻止手段（１６）が前記軸（１５）の終端部に螺合可能なナット（４１）であり、軸方
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向外部のクリップシャンク（１１）に加圧可能であることを特徴とする請求項１３から１
６のいずれか一項に記載の骨固着装置。
【請求項１８】
　それぞれのナット（４１）と隣接外部のクリップシャンク（１１）間にコイルばね（２
０）が配置されていることを特徴とする請求項１７に記載の骨固着装置。
【請求項１９】
　それぞれ軸方向外部と隣接軸方向内部のクリップシャンク（１１）間に回動安全器（４
２）が備えられていることを特徴とする請求項１３から１８のいずれか一項に記載の骨固
着装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は特許請求項１の上位概念に基づく医療技術的装置のためのＸ線透過材料から成
る弾性素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療技術においては、例えば創外固定具のように、その位置コントロールする目的でＸ
線源からの照射を１回または数回にわたり受けなければならない装置が数多く存在する。
そのような装置の大部分はＸ線写真に陰を写す金属材料から成るため、不都合なことにそ
の後ろの組織を隠してしまう。そのため、そのような装置の個々の部品をＸ線透過材料で
造ることが提唱されていた。もちろん存在するすべての弾性材料をこの代替に適用するこ
とは決してない。例えば、ばねは相変わらず金属から造られている。しかしそのようなば
ねは前記Ｘ線写真の品質を阻害する。
【発明の開示】
【０００３】
　本発明はここで是正を講じるものである。本発明は前記Ｘ線写真に影を写すことなく金
属素子と同様な力学的機能を満たすことができるＸ線透過樹脂から成る前記弾性素子を造
る課題と基礎としている。
【０００４】
　本発明は請求項１の特徴を有す素子を以って、与えられた課題を解決する。
【０００５】
　本発明により達成された利点は本質的に：
－　改善されたＸ線透過性、
－　軽重量、
－　簡単に割れる強化樹脂から成る弾性素子に対して大きな柔軟性
にある。
【０００６】
　Ｘ線透過樹脂はポリオキシメチレン（ＰＯＭ）が成り得る。目的に応じて前記樹脂の引
張弾性係数は２６００－３５００ＭＰａ、優先的には２８００－３３００ＭＰａ、を示す
。前記樹脂の降伏伸びは、目的に応じて２０－２４％、優先的には２１－２３％の範囲に
ある。前記樹脂の公称破断伸びは、目的に応じて４０－５０％、優先的には４３－４７％
の範囲にある。
【０００７】
　特別な実施形態において、発明による素子はコイルばねの形態を有す。コイルばねのコ
イルの断面は目的に応じては非円形であり、優先的には四角形である。ばねコイルは目的
に応じては外側に向かって、優先的には台形的に、減少する。
【０００８】
　その他の実施形態において、発明による素子は皿ばねとして形成されている。皿ばねは
優先的には中空円錐台状に形成されていて、第一終端から第二終端（３１、３２）に向か
って減少し、周辺上に分布し、第一終端から切り込むノッチを有する。当該ノッチは皿ば
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ねの弾性を高め、その破断を防ぐ。中空円錐台状の皿ばねの円錐角は優先的には７０°か
ら１４０°の間にあり、これは最適な構造高さを実現する。
【０００９】
　本発明は装置の、弾性要素を除くすべての構造部品が強化樹脂から成る医療技術的装置
に関する。そのような装置は、骨固着手段および縦構造素子またはいずれか一方を固定す
るためのクリップの形態で実現できる。その際、弾性素子はクリップに導入された骨固着
手段および縦構造素子またはいずれか一方の仮固定を可能にしている。クリップの構造部
品はすべて、弾性素子を除き、繊維強化樹脂、例えばポリアミド、から成り得る。
【００１０】
　さらに本発明は縦構造素子相互の位置決めのための骨固着装置であり、発明による弾性
素子を備え、一つの回動軸の周りに相互に回動可能な二つの医療技術的装置を含む骨固着
装置に関する。そこで両クリップのそれぞれが少なくとも２つのクリップシャンクを含み
、それはその間のクリップ開口部を定義し、そこで前記クリップ開口部はクリップの弾性
変形によって、選択に応じて狭めるまたは広げることができる。それぞれのクリップの少
なくとも１つのクリップシャンクが回動軸に同軸のクリップシャンクを貫通する孔を有す
。両クリップが１つの軸に支持され、そして前記両クリップのクリックシャンクを同軸に
相互に加圧し、前記両クリップを、選択に応じて回動軸の周りに相互に阻止するために阻
止手段を備える。
【００１１】
　特別な実施形態において、クリップの軸方向内部のクリップシャンクが軸に固定されて
いる。軸方向内部のクリックシャンクの対向した表面が相互に噛合可能な歯形を有すこと
がある。軸方向内部のクリップシャンク間に皿ばねが配置されていることがある。阻止手
段は目的に応じて軸方向終端に、軸の終端部に螺合可能なナットであり、軸方向外部のク
リップシャンクに加圧可能である。それぞれのナットと隣接外部のクリップシャンク間に
コイルばねが配置されている。
【００１２】
　それ以外の実施形態において、それぞれ軸方向外部と隣接軸方向内部のクリップシャン
ク間に回動安全器が備えられている。軸の一方の端部に、目的に応じて優先的には、かし
めを備える。
【００１３】
　発明と発明の再形成について、以降に多くの実施例を部分的に図解により詳細に説明す
る。
【００１４】
（図面の簡単な説明）
図１は、コイルばねとして形成された弾性素子の実施形態の側面図である。
図２は、図１の線ＩＩ－ＩＩに沿った断面図である。
図３は、皿ばねとして形成された弾性素子の実施形態の概観図である。
図４は、図３に示した皿ばねの直径断面図である。
図５は、骨固着装置の実施形態の概観図である。
図６は、図５に示した骨固着装置の実施形態の側面図である。
図７は、図６の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った断面図である。
図８は、図７の円で囲まれた部分の拡大図である。
【００１５】
図１、２は弾性素子１の実施形態を示す。弾性素子は平坦終端部を備えたコイルばね２０
の形態を有す。ばねコイル２の断面３は台形に形成され、前記コイルばね２０の周辺に向
かって減少する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　それ以外の弾性素子の実施形態を図３と図４に示す。前記弾性素子１は皿ばね３０とし
て形成され、中空円錐台状形態を有する。前記皿ばね３０は第一終端から第二終端３１、
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３２に向かって減少し、周辺上に複数分布し、第一終端３１から切り込むノッチ３３を有
する。中空円錐台形状の皿ばね３０の円錐角αは、ここに示す実施形態においては７０°
である。
【００１７】
　図５から図８には回動軸１３の周りに相反して回動可能なクリップ１０を含む骨固着装
置の実施形態を示す。前記クリップ１０のそれぞれは軸上に前後に配置されたクリップシ
ャンク１１を含む。そこでそれぞれのクリップ１０の２つのクリップシャンク１１間にそ
れぞれクリップ開口部１２が配置されている。前記クリップ開口部１２は導管状に形成さ
れていて、それぞれが前記回動軸１３に直角な導管軸１７を有する。クリップ開口部１２
は縦固定素子１８の収容に役立つ。その際、クリップ開口部１２は導管軸１７に直角に、
クリップ１０の周辺に対して開口しているため、縦固定素子１８は回動軸１３に直角にク
リップ開口部１２に導入可能である。
【００１８】
　上に配置されたクリップ１０の軸方向外部のクリップシャンク１１および２つの下に配
置されたクリップ１０に数えられるクリップシャンクは孔１４の回動軸１３に同軸に貫通
する一方、上に配置されたクリップ１０の内部のクリックシャンク１１は、前記孔１４に
導入された軸１５に固定されている。上に配置されたクリップ１０の軸１５上を回動方向
と軸方向に移動可能なクリックシャンク１１は、上に配置されたクリップ１０の、下に配
置されたクリップ１０に対する相対回動運動を可能にする。前記軸１５の２つの終端部に
は、ナット４１として形成された素子手段１６が螺合可能な雄ねじ１９が刻まれている。
孔１４と軸１５の直径は、軸１５が孔１４の中において遊びを有するように形成されてい
る。
【００１９】
　前記ナット４１は軸１５の軸終端に配置されていて、それぞれ隣接する軸方向外部のク
リップシャンク１１を加圧するため、上部ナット４１を締結することによって、上に配置
されたクリップ１０の２つのクリップシャンク１１は、軸１５に固定された、下に配置さ
れたクリップ１０の内部のクリップシャンク１１を加圧可能になり、相互にも加圧可能に
なる。下に配置されたナット４１を締結することによって、下に配置されたナット４１の
軸方向外部のクリップシャンク１１は、前記クリップ１０に数えられる、軸１５に固定さ
れたクリップシャンク１１を加圧する。クリップ開口部１２内において管軸１７に配置さ
れた縦固定素子１８は、それによって前記クリップシャンク１１に固定可能である。さら
に相互に隣接した軸方向内部のクリックシャンク１１の隣接面には歯形が切ってあり、上
部ナット４１の締結によって相互に噛合し、２つのクリップ１０の回動軸１３周りの相対
回動を阻止する。
【００２０】
　前記クリップ開口部１２のそれぞれは軸方向にナット４１と外側のクリップシャンク１
１の間に配置された皿ばね２０の弾性変形によって、狭めるまたは広げることができる。
上に配置されたクリップ１１の軸方向内部のクリップシャンク１１はさらに、軸方向内部
のクリップシャンク１１に装着された皿ばね３０によって上部に配置されたクリップ１０
の軸方向外部のクリップシャンク１１を加圧する。これによって歯形４０は噛合から外れ
、２つのクリップ１０の回動軸１３周りの相対回動が可能になる。
【００２１】
　コイルばね２０によって成すことが可能なクリップ１０の弾性初期応力は、前記コイル
ばね２０の相応の伸縮によって得られる。２つのクリップ開口部１２はさらに、回動軸１
３から離れた開口部においてそれぞれくびれ２５を持つように管軸１７に直角に形成され
ている。クリップ開口部１２は、縦固定素子１８が当該のクリップ開口部１２に簡単に挿
入できるための拡張部２６を備える。
【００２２】
　それぞれのクリップ１０のそれぞれ２つのクリップシャンク１１はそれぞれ１つの回動
安全器４２によって回動軸１３回りの相対回動を阻止されている。上に配置されたクリッ
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プ１０の回動安全器４２は、クリップシャンク１１間に配置されたピン４３によって機能
する。前記回動防御装置４２は軸１５および当該の溝２３のくさび路によって機能する。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】コイルばねとして形成された弾性素子の実施形態の側面図である。
【図２】図１の線ＩＩ－ＩＩに沿った断面図である。
【図３】皿ばねとして形成された弾性素子の実施形態の概観図である。
【図４】図３に示した皿ばねの直径断面図である。
【図５】骨固着装置の実施形態の概観図である。
【図６】図５に示した骨固着装置の実施形態の側面図である。
【図７】図６の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った断面図である。
【図８】図７の円で囲まれた部分の拡大図である。
【符号の説明】
【００２４】
１　弾性素子　２　ばねコイル　３　コイル断面　１０　クリップ
１１　クリップシャンク　１２　クリップ開口部　１３　回動軸
１４　孔　１５　軸　１６　阻止手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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